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第 7 章は高速点火における短パルスレーザーによる加熱過程と α粒子加熱過程及び膨張損失などの冷却効果につ










1) フォームバッファ・ハイブリッドターゲットに対する Spitzer-Harm (SH) の熱伝導モデ、ルによるによるシ





3) フォームバッファターゲットでは、 Stand-off distance がノーマルターゲットに比べて有意に大きくなり、
爆縮安定性が良くなることを明らかにしている。
4) フォームバッファターゲットの FP モデルシミュレーションと SH モデルシミュレーションをおこない、 FP
モデルで、は Stand-of distance がより大きくなり、爆縮がより一層安定化されることを明らかにしている。
5) 10 kJ のペクワットレーザーによる爆縮プラズマの加熱と核融合点火過程に関する簡易モデルを構築し、そ
の精度を HIMICO による 1 次元爆縮・核融合反応シミュレーションの結果を用いて評価している。
6) 簡易モデノレから求めた点火に必要なベタワットレーザーパルスのエネルギーと、 Atzeni の結果とを比較し、
電子ビームの阻止能が 0.6 g/cm2 までの範囲で一定になることを明らかにしている。
7) ベタワットレーザーのパルス波形に対する点火に必要なパルスエネルギーの依存'性を明らかにし、立ち上が
りの急竣なパルス形状が点火に有効で、あることを明らかにしている。
以上のように、本論文はレーザー核融合研究において、理論・シミュレーションにより高利得ターゲット設計の基
盤の充実に寄与するものである。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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